
11月７日，農業経営士協会県西支部夫婦合同研
修会が八千代町で開催され，農業経営士，経営士
夫人及び関係機関64名が参加しました。
この研修会は，農業担い手の確保・育成や地域

農業のリーダーとして，県西地域の農業振興をけん
引している経営士の活動について，経営士夫人に
理解していただくことと，経営士夫人同士の交流を
深めることを目的に始まりました。今年は販売流通
課長と産地振興課長にも出席いただきました。

農業経営士協会県西支部夫婦合同研修会を開催

冬も本番が近付いてきました。年越しに向け
て，体調を崩さないように作業しましょう。
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10月30日，「令和元年度県西地域ナシ改植研修
会」を八千代町の現地ほ場を会場に開催し，ナシ生
産者，関係機関等60名が参加しました。
県西のナシ産地では改植が進まず，樹の高樹齢

化による生産性の低下が問題となっています。そこ
で改植の推進を図るため，県西農林事務所企画調
整部門，当部門，結城地域農業改良普及センターに
よるプロジェクトチームが，本研修会を開催しました。

研修会では農林振興公社の清水次長から，ナシ園の改植に利用できる，国の果樹経営支
援対策事業の活用のポイントについて説明をいただきました。
また，現地圃場で園主の草間氏から，トラクターを利用した抜根の際の手順，注意点など

について説明と実演を行っていただきました。
参加者からは「事業を活用するには早くから計画しなければいけない」「トラクターを利用

した抜根はユンボを使うよりも短時間で出来そうだ」などの声が聞かれました。

研修会では始めに，JA北つくばこだま西瓜部会部会長である筑西市の大久保修一経営
士より，こだま西瓜部会の取り組みについて発表がありました。この取り組みは，意欲的に経
営や技術の改革に取り組んだことにより，第48回日本農業賞特別賞を受賞しました。
続いて，販売流通課長及び産地振興課長より，課の主な取り組みや新しい補助事業等に

ついて紹介していただきました。また，県西農林事務所より，台風第19号による農作物等の
被害状況について情報提供しました。
参加者は，こだま西瓜部会の産地改革による農家所得向上取り組みや若手後継者育成

に関心を高めたようでした。また，補助事業について，自分の経営に活用できないか理解を
深めたようでした。
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普及員のひとりごと ～桧山佳子～
ラグビーW杯2019はご覧になりましたか？桜戦士の活躍は言うまでもないですが，境のない観客席

で人々が敵味方関係なく応援し，相手の勝利をたたえ，敗者にも拍手を送る精神性に感動しました。東
京2020もこんな大会になればいいですね。

卓上型真空包装器を導入してお米の真空包装販売を開始

農業学園第6回講座「農業機械研修」を開催

下妻市の小林稔氏は卓上型真空包装器を導
入し，「ミルキークイーン」の精米の真空包装販
売を始めました。
小林さんの「ミルキークイーン」は，品質にこ

だわり，農薬及び化学肥料を慣行の半分以上減
らした特別栽培で作られたお米で，平成２７年に
山形県庄内町の「第９回あなたが選ぶ日本一お
いしい米コンテスト」で金賞を受賞しています。
真空包装にすることで，通常の包装に比べ，より
長く鮮度と美味しさを保つことが出来ます。
現在，「道の駅しもつま」で300gのキューブ

型単体と２個入りの２規格で販売していますが，
好評ですぐに売り切れてしまうそうです。

トマトハウスに電動の開閉機を導入

下妻市の倉持信也氏はトマトハウスに，電動のハウス開
閉機を導入しました。
これまで倉持氏は，ハウスの温度調整のための開閉作業

を，毎日早朝30分，夕方30分ほどかけて行っていました。ま
た他の栽培管理作業中でも，それを中断してハウスの開閉
作業を行う必要があり，開閉作業が大きな負担となっていま
した。

10月29日，農業学園第6回講座を県西広域講座と
して開催し，県西地域の受講者22名（うち管内から12
名）が参加しました。講師にはヤンマーアグリジャパン
（株）の藤田氏を迎え，筑西市にある同社の関東研修
センターにおいて行いました。
当日は，トラクターを前にして実演を交えながら，農

業機械の適切な使用，整備，農作業安全について講義
をいただきました。研修後，学園生からは「研修を活か
して今後メンテナンスをしっかり行いたい」という意気
込みが多く聞かれました。

今回導入した開閉機は，ハウス内温度を感知し，
駆動機で自動換気を行うため，開閉の労力を削減
することができます。倉持氏は，「節約できた時間
を栽培管理作業そのものに充てることができた。ま
たハウス内温度を安定させることができた」と話し
ています。
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